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東京都健康長寿医療センター研究所（東京都老人総合研究所）

今夏も節電モード継続中（研究所4Ｆ廊下）

もてなしたそうです。それ以降、毎年９月１５日に敬
老会を開催するとともに、近隣市町村にもはたらきか
け、1950 年（昭和 25 年）に兵庫県で「としよりの
日」が制定されました。やがて全国的な広まりをみせ、
1966 年（昭和 41 年）に国民の祝日として制定され、
同時に「敬老の日」と改称されました。

敬老の日提唱のまち
　私はこの敬老の日提唱のまちである八千代町（旧野
間谷村）で生まれ育ちました。八千代町は 2005 年の
市町村合併により、現在は八千代区という多可郡多可
町の地方自治区のひとつになっています。神戸市の北
西約 45km に位置するこのまちは、面積が約 53k㎡
と東京都足立区とほぼ同じ広さですが、そのほとんど
を山林が占め、山あいを流れる加古川の支流、野間川
に沿って集落が点在しています。江戸時代から凍り豆
腐（高野豆腐）が特産だったそうですが、戦後しばら
くしてからは衰退していき、その後 1980 年代頃まで
は、播州織の生産が盛んでした。現在は、山々に囲ま
れたレストラン・宿泊施設や、都会の人々が週末に田
舎暮らしを楽しめる滞在型市民農園、地元で収穫され
た野菜などを使った特産品・惣菜・お菓子を販売する
工房など、地域資源を生かした町づくりが行われてい
ます。そして今も変わることなく、９月 15 日には敬
老会が開催されています。八千代町をはなれて随分経
ちますが、敬老の日提唱のまち出身者として、敬老の

　平成 23 年 10 月から老化機構研究チーム・老化バ
イオマーカーの研究員として勤めております藤田泰典
と申します。大学では分子生物学を専攻し、これまでに、
ミトコンドリア病、前立腺がん、筋萎縮などを対象に、
分子生物学的手法を用いて研究を行って参りました。
今回は、季節外れですが、敬老の日のお話をしたのち、
私たちが取り組んでいる研究をご紹介します。

敬老の日のはじまり
　皆さんよくご存知の通り、祝日法の改正で、2003
年から敬老の日は９月の第３月曜日になり、今年は９
月 17 日がそれにあたります。2002 年までは、毎年
９月 15 日が敬老の日でした。たとえ日が変更されて
も、「多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、
長寿を祝う」という意義は変わることなく、私たちに
とって大切な祝日です。
　ところで、皆さんは敬老の日のはじまりをご存知で
しょうか。それは戦後間もない 1947 年（昭和 22
年）、兵庫県にある「野間谷村」という 1 つの山あい
の村からはじまったそうです（八千代町を経て、現在
は多可町八千代区）。当時 35 歳で村長を務められてい
た門脇政夫氏が、「長い間社会を支えて来られたお年寄
りに敬意を表すると共に、お年寄りから知識や人生経
験を教わる場を設けよう」と、９月 15 日に敬老会を
催されたそうです。その日は村中の自動三輪車で 55
歳以上の村民を公会堂に招き、ご馳走や播州歌舞伎で

老化機構研究チーム　研究員　藤田泰典

敬老の日提唱のまちより
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マイクロRNAの可能性
　マイクロ RNA は 1994 年に線虫ではじめて見つ
かりました。2001 年にはヒトの細胞にも存在するこ
とが明らかにされ、その後盛んに研究が行われてきま
した。その名の通りとても小さな RNA ですが、ある
種のタンパクと結合することで機能を発揮します。こ
れまでに 1921 種類のマイクロ RNA が見つかってお
り、発生、分化、代謝、発がんなどのさまざまな生命
現象に関与することがわかってきています。私たちも、
前立腺がんの悪性化・抗がん剤耐性、神経細胞の分化
に関係するマイクロ RNA について報告してきました。
また、現在もさまざまな疾患モデルでマイクロ RNA
の研究を行っています。
　さらに注目すべきことは、このマイクロ RNA は細
胞から分泌され、血液や尿などの体液中にも存在する
ことです。通常 RNA は体液中に存在する RNA 分解
酵素で容易に分解されるのですが、タンパクと結合し
ているマイクロ RNA や、エキソソームとよばれる直
径 40nm 〜 100nm の小胞内に含まれているマイク
ロ RNA は、体液中でも安定的に存在することができ
ます。疾患の有無や状態と相関する血液中のマイクロ
RNA が見つかれば、血液で検査可能な新たなバイオ
マーカーになることが期待されます。また、疾患と関
連するマイクロ RNA を見つけることにより、そのマ
イクロ RNA を標的にした治療法や、マイクロ RNA
を安定に運ぶことができるエキソソームを用いた治療
法を新たに開発できるかもしれません。

　私たちはこのようにマイクロ RNA とエキソソーム
に着目し、神経変性疾患・筋萎縮などの老化関連疾患や、
泌尿器・消化器・腎疾患などにおいて、新規バイオマー
カー・治療標的を同定し、その臨床応用をめざす研究
を行っていこうと考えています。

精神を受け継ぎながら、研究というかたちで高齢者の
健康長寿に貢献できればと思います。

私たちの研究目標
　さて、ここからは私たちが取り組んでいる研究をご
紹介したいと思います。私たちの研究目標は「疾患の
診断、治療効果・再発・予後予測に役立つ新たなバイ
オマーカーや、疾患の治療標的を見つけ、臨床応用を
目指す」ことです。バイオマーカーとは、体の正常や
病的な状態の指標となるもののことで、血糖値、コレ
ステロール値などもバイオマーカーといえます。他に
も例えば、前立腺がんでは有用なバイオマーカーとし
て前立腺特異抗原（PSA）があります。しかしながら、
PSA が異常値を示しても前立腺がんでない例もあり、
より精度の高いバイオマーカーが求められています。
また、前立腺がんではホルモン療法や抗がん剤療法が
行われますが、治療法の選択に役立つような新たなバ
イオマーカーも必要だと考えられます。このようなバ
イオマーカーは様々な疾患で必要とされており、盛ん
に研究が行われています。私たちは、ヒトの細胞に存
在する「マイクロ RNA」という生体分子が、新たなバ
イオマーカーになると考え、マイクロ RNA に関する
研究を行っています。
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 我  々の研究室では、当院で剖検となった方の全例で、
これらの原因物質を染色して可視化し、生前この方々
がどの程度認知機能障害やその他の疾患を来していた
のかを病理標本を通して目で見て確認し、臨床情報と
照らし合わせて最終診断を行ってきました。脳は、手
術対象として切除される機会が限られ、その全体像を
検索する機会は病理解剖などに限られるため、検索さ
れにくい臓器といえるでしょう。他の全身臓器におい
て、治療に困難を伴う疾患であれば、病理学的に裏付
けを取るのが通常です。例えば癌の診断については、
臨床的に癌と診断された場合でも病変の一部を採取し
て、それを病理医が視覚的に捉え、悪性か否か診断を
下すというプロセスが不可欠です。ところが脳はそう
簡単に生検できる臓器でないので、疾患の確定も病理
解剖にてようやくできるという症例もあるのです。そ
ういった意味で、病理解剖は神経疾患診断における最
後の砦と成り得るでしょう。

 当  院は長年、日本でも有数の病理解剖数・開頭剖検数
を誇り、研究成果を発表してきました。これにはもち
ろん、病理解剖の意義を理解し、剖検に協力いただい
た患者様とご家族、また真摯な態度で臨床に取り組む
臨床医の協力があることは間違いありません。最近で
は、病理解剖でしか可視化できなかった老人斑などの
構造物を、生前に画像診断しようとする研究も始まっ
ています。もちろん、これにも高齢者ブレインバンク
に登録されている、病理解剖に協力いただいた方々の
脳から得られた知見が生かされています。いままでお
ぼろげであった脳の疾患を目で見える形で表現するこ
とで、病気への理解が進むことを期待し、今後も研究
していこうと考えています。みなさんもぜひ高齢者ブ
レインバンクに興味を持っていただければ幸いです。

 大  学院研究・国内留学先としてこちらの研究室（神経
病理学高齢者（ブレインバンク））をご紹介いただき、
一緒に研究させていただくようになって早くも 2 年が
経過しました。私は元々病理医として研鑽中の身でし
たが、学生時代からの神経研究への興味がきっかけで、
この機会を得ました。同僚の多くは神経内科の医師で
すが、疾患の本質を自分の目で確認する、という、最
も基礎的かつ直観的な理解を目指し、日々楽しく研究・
勉強させていただいております。

 突  然ですが、みなさんは歳をとって記憶力が落ちてき
たと感じていませんか？もしくは耳にしませんか？脳
解剖、病理診断に携わっていても、若年であれ高齢で
あれ、大脳神経細胞の数自体が大きく減少している印
象はあまり受けません。最近の研究でも、神経細胞の
減少自体が物忘れや認知症の主原因ではないとされて
います。もちろん、実際には神経細胞は歳と共に減少
しており、一日 10 万個もしくはそれ以上ともいわれ
る神経細胞が減少しているそうですが、その総数が圧
倒的に多いため、無視できる程度なのです。実際には、
歳をとると記憶力が落ちるというのは、老化現象とい
うよりも、若いころよりも頭を使わなくなった、つま
りは脳の刺激が減ったために神経細胞同士のつながり

（ネットワーク）が希薄になった結果ではないかと考え
られています。

 そ  れでは、つまり医学的な認知症、俗にいうぼけてし
まう、とはどういう状態のことでしょうか。これにつ
いても神経のネットワーク回路の希薄化で説明可能な
のでしょうか。そういった側面も当然想定されますが、
最近の認知症研究の進歩により、原因物質の存在とそ
の蓄積を可視化することができるようになりました。
当施設を含め、患者様の献脳から得られた膨大な連続
剖検例を通して、その本質が見えつつあります。一般
には、認知症＝アルツハイマー病と考えられがちです
が、実際は様々な原因で認知症を来します。認知症を
来す原因として、アルツハイマー病、血管障害、レビー
小体病、その他の原因が挙げられますが、特に頻度の
高いアルツハイマー病は研究が進んでおり、老人斑と
いう斑状物質の脳への沈着、神経原線維変化という神
経細胞の変性が、この疾患に深くかかわっています。
海馬など記憶にかかわる重要構造物において、これら
の現象が一定のレベルを越えると、認知症を来すよう
になることが、病理解剖に供された貴重な脳を用いた
研究から分かってきました。これらの変化は、高齢者
であれば、多かれ少なかれ誰にでもある変化であり、
程度の問題であるようです。

脳の病気を目で見て診断～脳病理解剖の意義～
老年病理学研究チーム　研究員　伊藤慎治
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た結果、都内の在宅高齢者に生じた被害は大きく４つ
に類型できることが分かりました。つまり①建物・室
内の被害、②心理的影響、③生活への影響、④健康へ
の影響、の４つです（図１）。

①建物・室内の被害
　震災では都内でも大きな揺れがあり、一部地域では
液状化現象もみられました。その結果、家屋の損壊、
玄関（ドア）が開かなくなる、火事、エレベーター停
止などの被害がありました。建物の損壊では取り壊し
になった例もあり、またエレベーターは稼働の目途が
立たないという状況も生じていました。
　一方、室内の被害に目を向けると、家具の転倒、家
財道具の散乱、漏水などがありました。震災では何度
も大きな余震があったため、家財道具が散乱している
と移動が困難になったり、怪我をしたりするなどさら
なる被害を生じる原因になりかねない状況でした。

②心理的影響
　震災は高齢者に心理的影響も与えていました。地震
による大きな揺れ、揺れによる家屋損壊、家具転倒な
どで不安を感じたり、パニックに陥ったりする高齢者
もいました。

　昨年３月 11 日の東日本大震災では約 2 万人の死者・
行方不明者を出しました。東京都内では家屋の損壊、
液状化現象などの直接的な被害に加え、計画停電、交
通機関の混乱、物資の不足などがありました。被災地
の被害に比べれば小さいものですが、医療や介護を必
要とする在宅高齢者にとっては大きな影響があったと
考えられます。
　東京都健康長寿医療センター研究所では被災地への
支援を行う一方、震災によって都内の在宅高齢者に生
じた被害についても明らかにすべく、都内の在宅サー
ビス機関を対象とした調査を行いました。その結果、
大都市東京ならではの特徴をもった被害が生じていた
ことが分かりました。ここでは東日本大震災によって
生じた東京都内の在宅高齢者への影響について説明を
します。

１．震災で在宅高齢者に生じた被害

　今回の調査では都内の在宅高齢者に生じた被害、在
宅サービス機関の対応、自治体への希望などについて
調査しましたが、ここでは都内の在宅高齢者に生じた
被害について説明します。調査では 450 件以上の在
宅高齢者の事例が集められましたが、それらを分析し

図１東日本大震災により東京都内の在宅高齢者に生じた被害

東日本大震災の都内在宅高齢者への影響
福祉と生活ケア研究チーム　菊地和則、増井幸恵、小島基永、伊東美緒、大塚理加、大渕修一
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のケアのあり方が重要であるといえます。

　東日本大震災は、ここまで説明してきたように都内
の在宅高齢者にも大きな影響を与えました。その結果、
在宅生活の継続が困難となった例が 21 件ありました。
これは調査から把握できた数であり、実際はもっと多
いのではと推察されます。

２．調査結果を踏まえた提言

　今回の調査結果から、これまで明らかになっていな
かった都内の在宅高齢者の被害の実態が明らかになり
ました。また、ここでは誌面の都合で言及することが
できませんでしたが、在宅サービス機関の災害時の対
応についても調査しました。研究所ではこれらの調査
結果を踏まえて、今後の災害対応を考えるための６つ
の提言を出しました（表1）。

　調査結果は『東京都内における在宅サービスの災害
対応に関する調査報告書』として、東京都、都内区市
町村、調査対象となった在宅サービス機関に送付し、
今後の災害対策を考えるための資料として活用して頂
けるようにしました。この研究は報道機関からも注目
され、複数の新聞で取り上げられました。また、地域
の医師会などからも参考にしたいなど問い合わせを多
数頂いています。
　報告書には誌面の都合でご紹介できなかった調査結
果についても掲載しています。報告書は研究所ホーム
ページの「東日本大震災　被災高齢者支援お役立ち情
報」の「各種調査報告」からＰＤＦファイルでダウンロー
ドすることもできます。関心のある方は、どうぞご覧
下さい。

　また、テレビでは、どの局でも、いつ見ても被災地
の悲惨な映像が繰り返し放映されていました。家にい
る時間が長い高齢者の場合、一日中テレビをつけてい
ることもあります。その結果、認知症や精神疾患のあ
る高齢者が繰り返し悲惨な映像を目にし、精神的な不
安を惹起させる例が生じました。震災の直接的な被害
ではありませんが、災害報道のあり方を考えさせる事
例でした。
　その他にも、震災は高齢者に様々な不安を与えまし
た。計画停電は在宅医療機器を使用している高齢者に
とって生命に関わる大きな問題であり、予備電源の確
保などの対策を迫られていました。また、震災時には
多くの交通機関が止まったり、電話が通じなくなった
りしました。そのため家族が帰宅できず、連絡も取れ
ない状況となり、高齢者を不安にさせました。中には
東北の被災地の親戚と連絡が取れないという例もあり
ました。また不安による自殺企図の例もみられました。

③生活への影響
　震災は高齢者の生活に様々な影響を与えました。震
災後、流通の混乱や買占めによりスーパーなどの店頭
から食料品など生活必需品が姿を消しました。介護を
要する高齢者の場合、週１回の訪問介護で買物をする
こともあり、必要なものを入手できなくなる事態も生
じていました。
　また、通院や通所系サービスを利用中に震災が発生
し、帰宅困難となった高齢者もいました。さらに、帰
宅してもマンション上層階の場合、エレベーターが止
まっていたため、通所介護の送迎職員が 10 階以上ま
で車イスごと抱えて階段を上がって自宅まで送り届け
たという例もありました。逆に、在宅していた高齢者
の場合、エレベーターが止まったため外出することが
できなくなったという例もありました。
　地域によっては、電気、ガス、水道というライフラ
インに被害が生じていました。オール電化住宅の場合、
停電により在宅生活が困難になった例もありました。
また認知症高齢者の場合、計画停電を理解できないこ
ともありました。

④健康への影響
　健康への影響では、転倒による骨折、家具転倒や家
財道具散乱による怪我などがありました。さらに要介
護高齢者については認知症の周辺症状の悪化、うつ症
状の悪化、健康状態の悪化、介護度の悪化など大きな
影響がありました。
　そして注目すべきは、災害をきっかけに健康状態が
悪化して死亡につながるなどの災害関連死が疑われる
事例が８件もあったことです。医療や介護を必要とす
る高齢者の場合、震災と死因の因果関係を明らかにす
ることは難しいですが、前述のように震災をきっかけ
に健康状態が悪化した高齢者がいることから、震災後

表１ 調査を踏まえての提言
提言１．�区市町村は災害対策のための、関係機関、住民など

の垣根を超えた協働を推進すること

提言２．�区市町村は、災害時における安否確認などのため、
地域包括支援センターを中心として関係機関が地域
の高齢者の個人情報を利用できるように個人情報保
護に関する規定を整備すること

提言３．�東京都・区市町村は、通所系事業所が災害拠点とし
て機能できる体制を構築するための支援を行うこと

提言４．�東京都・区市町村は、買い物が困難な高齢者などに
食料など生活必需品の優先的な提供を行うこと

提言５．�東京都 • 区市町村は、在宅医療機器などを使用して
いる高齢者に対する災害対応策を講じること

提言６．�放送機関は、深刻な災害の映像を繰り返し見ること
が認知症や精神疾患をもつ高齢者に重篤な影響を与
える可能性を認識し、放送機関が連携をとり番組構
成に配慮すること
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平成24年度　科学研究費助成事業（科学研究費補助金及び学術研究助成基金助成金）の採択状況
（学術研究助成基金助成金の継続課題を含む）

研究種目 新規 氏名 所属研究チーム 研究課題  研究期間 交付決定額　（円）
直接経費 間接経費   

新学術領域研究
−研究領域提案型 1 件 ☆ 萬谷　博 老化機構 脳発生過程におけるＯーマンノース型糖鎖の機能解析 H24 ～ H25 3,700,000 1,110,000 

基盤研究 (A) 1 件 田中　雅嗣 老化制御 世界最高レベルの瞬発系選手の全ゲノム解析による運動能力関連
多型の解明 H22 ～ H24 9,900,000 2,970,000 

基盤研究 (B) 12 件 杉原　陽子 福祉と生活ケア 介護保険・医療制度改定の高齢者・家族に対する影響評価：私的
資源による格差の検証 H21 ～ H24 4,400,000 1,320,000 

千葉　由美 自立促進と
介護予防

広域における摂食・嚥下ケアの医療安全および質保証のための統
合的管理システムの開発 H21 ～ H25 2,600,000 780,000 

金　憲経 自立促進と
介護予防

地域在住後期高齢者におけるサルコペ二アの早期予防戦略の構築
及び効果検証 H22 ～ H24 3,000,000 900,000 

伊藤　雅史 老化機構 分子状水素による健康増進・疾患抑制の新規分子機構の解明 H22 ～ H24 4,000,000 1,200,000 

豊原　潤 神経画像 ＰＥＴによるＤＮＡ合成速度の定量的測定に基づいたがん診断法
の開発 H22 ～ H24 3,100,000 930,000 

青柳　幸利 老化制御 健康長寿を実現する至適身体活動パターンの解明：加速度計を用
いた１０年間の縦断研究 H23 ～ H25 4,700,000 1,410,000 

☆ 村山　繁雄 老年病理学 レビー小体病理進展機序の解明 H24 ～ H26 5,200,000 1,560,000 
☆ 石神　昭人 老化制御 ビタミンＣの不足が胎児の発生、成長、老化に及ぼす影響 H24 ～ H26 5,200,000 1,560,000 

☆ 高橋　龍太郎 副所長
（社会科学系）

高齢者による医療の選択と意思決定を支える体制の構築に関する
研究 H24 ～ H26 5,200,000 1,560,000 

☆ 新開　省二 社会参加と
地域保健 高齢期の虚弱化予防に向けた戦略的研究 H24 ～ H26 4,600,000 1,380,000 

☆ 重本　和宏 老年病 Ｍ usk 抗体陽性重症筋無力症の新治療法を可能にする病態メカニ
ズムの研究 H24 ～ H26 5,500,000 1,650,000 

☆ 石渡　喜一 神経画像 代謝型グルタミン酸受容体1型の分子イメージング：ファースト
インヒューマン研究 H24 ～ H27 2,500,000 750,000 

基盤研究 (C) 37 件 戸田　年総 老化機構 髄液中の酸化蛋白質のプロテオーム解析によるアルツハイマー病
早期診断マーカーの開発 H20 ～ H24 400,000 120,000 

内田　洋子 老化制御 βーアミロイドによるニューロン新生阻害機構の解明とその防御 H22 ～ H24 500,000 150,000 

伊集院　睦雄 自立促進と
介護予防 読解における意味の計算メカニズムについて H22 ～ H24 700,000 210,000 

仲村　賢一 老年病理学 膀胱癌の異型度の進展の解析：独自開発ソフトによるテロメア長
測定と染色体の不安定化 H22 ～ H24 800,000 240,000 

本間　尚子 老年病理学 日本人の大腸癌発生・進展への女性ホルモンの関与―エストロゲ
ンは善玉か？悪玉か？－ H22 ～ H24 700,000 210,000 

新井　富生 老年病理学
（兼務）

高齢者胃癌の発生過程におけるｍｉｃｒｏＲＮＡのエピジェネ
ティックス制御 H22 ～ H24 700,000 210,000 

泉山　七生貴 老年病理学 食道上皮におけるＡＬＤＨ遺伝子型とテロメア長および染色体不
安定性の関連について H22 ～ H24 900,000 270,000 

豊田　雅士 老年病 重症心不全大動物モデルを用いた幹細胞治療基盤の確立 H22 ～ H24 1,300,000 390,000 

時村　文秋 老年病
（兼務） 破骨細胞骨吸収におけるミトコンドリア形態変化の機能解析 H22 ～ H24 1,000,000 300,000 

織田　圭一 神経画像 脳神経ＰＥＴ測定における装置間差補正と定量解析の精度向上に
関する研究 H22 ～ H24 700,000 210,000 

高尾　昌樹 老年病理学 神経病理学的新規アプローチによる弧発性・遺伝性認知症の大脳
白質小血管病変の解明 H23 ～ H25 1,400,000 420,000 

濱野　慶朋 老化制御
（兼務） 単一のMPO-ANCA産生因子として同定された新規遺伝子の解析 H23 ～ H25 2,300,000 690,000 

相田　順子 老年病理学 組織Ｑ－ＦＩＳＨ法による膵β細胞の同定と糖尿病におけるβ細
胞のテロメア短縮の証明 H23 ～ H25 1,400,000 420,000 

丸山　直記 トランスレーショナル
リサーチ推進室

シトルリン化酵素ＰＡＤによる分子修飾に伴う病態修飾の解析と
臨床応用 H23 ～ H25 1,200,000 360,000 

粟田　主一 自立促進と
介護予防

医療機関および地域包括支援センターにおける認知症対応能力評
価尺度の開発 H23 ～ H25 1,100,000 330,000 

吉田　英世 自立促進と
介護予防 高齢者における骨粗鬆症が動脈硬化性疾患の発症に及ぼす影響 H23 ～ H25 1,400,000 420,000 

井藤　佳恵 自立促進と
介護予防

都市在住高齢者の精神的健康度の把握とハイリスク高齢者へのア
ウトリーチ型介入の開発 H23 ～ H25 1,200,000 360,000 

穴水　依人 老年病
（兼務）

代謝センサー分子ＡＭＰＫに着目した破骨細胞性骨吸収の機能制
御 H23 ～ H25 1,100,000 330,000 

本田　修二 老化制御 トレハロースの長寿機能と加齢性アミロイド形成への影響 H23 ～ H25 1,400,000 420,000 
高橋　眞由美 老化制御 哺乳動物におけるコエンザイムＱの抗老化作用 H23 ～ H25 1,800,000 540,000 

☆ 三浦　正巳 老年病理学 「注意」における視床線条体入力の生理的役割 H24 ～ H26 2,100,000 630,000 
☆ 堀田　晴美 老化制御 咀嚼運動が脳機能に及ぼす効果の神経性機序 H24 ～ H26 1,300,000 390,000 
☆ 佐々木　徹 老化機構 老化・疾患の還元ストレス理論の実証に関する研究 H24 ～ H26 3,100,000 930,000 
☆ 大澤　郁朗 老化制御 健康長寿に向けた分子状水素の酸化ストレス防御機構解明 H24 ～ H26 1,500,000 450,000 
☆ 島田　千穂 福祉と生活ケア 高齢者施設の看取りケアにおける実践知の生成と蓄積に関する研究 H24 ～ H26 1,400,000 420,000 

☆ 新名　正弥 福祉と生活ケア 震災・自治体・地域福祉：震災被災地における被災高齢者支援活
動のプロセス評価研究 H24 ～ H26 1,400,000 420,000 

☆ 増井　幸恵 福祉と生活ケア 高齢期の身体的問題に対する心理的適応過程の解明－老年的超越
の役割の縦断的検討－ H24 ～ H26 700,000 210,000 

☆ 倉岡　正高 社会参加と
地域保健

シニアの学校支援ボランティアの活用に向けたコーディネート力
向上プログラムの開発 H24 ～ H26 800,000 240,000 

☆ 内田　さえ 老化制御 卵巣交感神経支配に対するエストロゲンの可塑的影響の解析 H24 ～ H26 1,500,000 450,000 
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※☆新規採択者 直接経費 間接経費
計85件 157,300,000 47,190,000

研究種目 新規 氏名 所属研究チーム 研究課題  研究期間 交付決定額　（円）
直接経費 間接経費   

基盤研究 (C)（続） ☆ 石川　直 老年病理学 テロメア依存性細胞老化に関与する遺伝子の機能解析：ｈＴＥＲ
Ｔ、ＷＲＮを中心に H24 ～ H26 1,700,000 510,000 

☆ 石崎　達郎 福祉と生活ケア 介護保険サービス利用者の療養場所移動の実態とケアの質確保に
関する研究 H24 ～ H26 1,400,000 420,000 

☆ 吉田　祐子 自立促進と
介護予防

地域在住高齢者の食行動とそれを取り巻く心理社会的要因の探索
に関する調査研究 H24 ～ H26 2,000,000 600,000 

☆ 宮崎　剛 老年病 骨代謝におけるメカノセンサー分子ｐ１３０Ｃａｓの機能解析 H24 ～ H26 1,600,000 480,000 

☆ 稲垣 宏樹 自立促進と
介護予防

他者評価式精神健康尺度の開発：地域に潜在するハイリスク高齢
者の早期発見を目指して H24 ～ H26 1,400,000 420,000 

☆ 櫻井 圭太 老年病理学
（兼務）

進行性核上性麻痺の淡蒼球病変：既病理確定例を含めた症例群に
よるＭＲＩ所見の検討 H24 ～ H26 600,000 180,000 

☆ 安永 正史 社会参加と
地域保健

地域在住の高齢者ボランティアを活用した小１プロブレムへの介
入研究 H24 ～ H26 1,700,000 510,000 

☆ 本田 陽子 老化制御 宇宙環境を利用した線虫の寿命と老化速度に及ぼす重力の影響に
関する研究 H24 ～ H26 3,000,000 900,000 

挑戦的萌芽研究 13 件 小島 基永 福祉と生活ケア 情報量のエントロピーを用いた地域在住高齢者の転倒予測指標の
開発 H23 ～ H25 500,000 150,000 

藤原 佳典 社会参加と
地域保健 世代間交流事業におけるダークサイドの分析と予防策の研究 H23 ～ H24 1,200,000 360,000 

杉原 陽子 福祉と生活ケア 高齢者のセルフ・ネグレクトの実態把握と支援策の検討：当事者
と地域住民の視点から H23 ～ H24 500,000 150,000 

田久保 海誉 老年病理学 ヒト移植肝のキメリズムの証明とキメラ細胞の抗老化作用の可能性 H23 ～ H25 800,000 240,000 
豊原　潤 神経画像 脳内αシヌクレイン・イメージングＰＥＴ分子プローブの開発 H23 ～ H25 700,000 210,000 

千葉 由美 自立促進と
介護予防

高齢患者栄養療法別にみた療養経過・帰結の検討－経口摂取と静
脈栄養との比較を中心に H23 ～ H25 1,000,000 300,000 

☆ 青崎　敏彦 老年病理学 強迫性障害の神経回路の電気生理学的特性 H24 ～ H25 1,800,000 540,000 

☆ 福　典之 老化制御 世界トップレベルのスプリンターにおける全エクソン領域の塩基
配列決定 H24 ～ H25 1,400,000 420,000 

☆ 菊地　和則 福祉と生活ケア 医療との連携促進による在宅認知症高齢者への虐待対応に関する
研究 H24 ～ H25 1,700,000 510,000 

☆ 深谷　太郎 社会参加と
地域保健 小中学校における認知症啓発活動の評価 H24 ～ H24 2,800,000 840,000 

☆ 山川　直美 トランスレーショナル
リサーチ推進室

エピゲノム解析を用いた新規胎児毒性試験法の確立に向けた基盤
研究 H24 ～ H26 2,300,000 690,000 

☆ 遠藤　玉夫 副所長
（自然科学系） 超百寿者解析による健康長寿マーカー探索とその生物学的意義 H24 ～ H25 1,800,000 540,000 

☆ 石神　昭人 老化制御 認知症早期臨床検査診断薬の開発 H24 ～ H26 1,000,000 300,000 

若手研究 (B) 20 件 野中　久美子 社会参加と
地域保健

高齢者ボランティアの老いの受容と活動の継続・引退に関する支
援のあり方の検討 H22 ～ H24 800,000 240,000 

加藤　智史 老化制御
（兼務）

加齢性難聴における内耳のミトコンドリアＤＮＡ変異の網羅的解
析 H22 ～ H24 800,000 240,000 

本庄　恵 老化機構
（兼務） 血管新生抑制によるテノン嚢線維芽細胞の制御 H22 ～ H25 600,000 180,000 

伊東　美緒 福祉と生活ケア 認知症高齢者への「寄り道散歩」プログラムの導入効果に関する
研究 H22 ～ H24 700,000 210,000 

金　美芝 自立促進と
介護予防

高齢者の筋肉減少症・肥満の表現型に着目した身体的虚弱予防の
ための包括的検討 H23 ～ H24 1,600,000 480,000 

近藤　嘉高 老化制御 動物におけるペントースリン酸副経路の同定 H23 ～ H25 800,000 240,000 

岩佐　一 自立促進と
介護予防

地域在住高齢期における余暇活動と認知機能維持の因果関係に関
する長期追跡調査 H23 ～ H24 2,700,000 810,000 

西　真理子 社会参加と
地域保健

高齢者における客観的および主観的「孤立」の実態と健康面への
影響に関する研究 H23 ～ H25 1,500,000 450,000 

森　秀一 老年病 抗ＭｕＳＫ抗体陽性重症筋無力症の治療薬の探索～新規モデル動
物を用いた解析～ H23 ～ H24 1,500,000 450,000 

木村　百合香 老年病
（兼務） 老人性難聴の分子病理学的解析～蝸牛外側組織に焦点を当てて～ H23 ～ H26 900,000 270,000 

渡邉　信博 老化制御 痛みによる循環反応を指標としたタッチの効果の神経性機序の解明 H23 ～ H24 1,300,000 390,000 

☆ 初田　裕幸 老年病理学
（兼務）

アミロイドイメージングの形態病理学的基盤による臨床診断的意
義の検討 H24 ～ H26 1,500,000 450,000 

☆ 藤田　泰典 老化機構 筋萎縮の予防・治療法の新規標的分子となるｍｉｃｒｏＲＮＡの
同定 H24 ～ H25 2,100,000 630,000 

☆ 綾部　誠也 老化制御 高齢者における体動計の１年連続装着に基づく身体活動パターン
と免疫機能の関係 H24 ～ H25 1,600,000 480,000 

☆ 河合　恒 福祉と生活ケア 超音波画像解析による高齢者の大腿四頭筋の形態的特徴の分類と
新たな筋評価指標の開発 H24 ～ H25 1,000,000 300,000 

☆ 齋藤　京子 自立促進と
介護予防

ビタミン関連遺伝子多型別にみたビタミンＣ摂取量・血中濃度と
身体機能との関連 H24 ～ H25 1,500,000 450,000 

☆ 柳井　修一 老化制御 抗認知症薬併用療法の行動学的基礎研究 H24 ～ H27 800,000 240,000 

☆ 板倉　陽子 老年病 老化に伴う疾患予防及び治療へ向けた老化指標解明のための基盤
研究 H24 ～ H26 1,000,000 300,000 

☆ 鈴木　宏幸 社会参加と
地域保健

軽度認知障害スクリーニング検査の地域在住高齢者への適用に関
する総合的研究 H24 ～ H25 1,900,000 570,000 

☆ 村山　洋史 社会参加と
地域保健

有効な地域看護実践に向けた地域環境評価－近隣環境は健康にど
う影響するか－ H24 ～ H26 1,200,000 360,000 

研究活動スタート
支援 1 件 板谷　慶一 老年病

（兼務）
超音波・ＭＲＩ血流可視化に基づく新たな心負荷推定法の確立と
高齢者心疾患への適用 H23 ～ H24 1,200,000 360,000 
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主なマスコミ報道

老年学公開講座 次回の予定

講　　演：第122回老年学公開講座の予定
　　　　　「活性酸素の光と影〜からだのサビは、老化のかなめ〜」
日　　時：平成24年9月13日（木）
　　　　　午後1時15分～4時30分
場　　所：文京シビックホール　大ホール
　　　　　（当日先着順1800名）
　　　　　　　最寄り駅 東京メトロ丸ノ内線・南北線　後楽園駅　【徒歩3分】
 都営地下鉄大江戸線・三田線　春日駅　【徒歩3分】
 ＪＲ中央線・総武線　水道橋駅　【徒歩10分】

主　　催：東京都健康長寿医療センター研究所
共　　催： 文京区

社会参加と地域保健研究チーム 研究部長　新開省二
●「それって本当？粗食は健康寿命を短くする」
　（月刊 「百歳万歳」H.24.5 月号）

自立促進と介護予防研究チーム 研究部長　粟田主一
●「みんなでつくろう連携ツール　東京都が手引き作成」
　（月刊ケアマネジメント H.24.5 月号）

老化制御研究チーム 研究副部長　石神昭人
● 「東京都健康長寿医セと東京農工大、VC 欠乏で皮膚は萎

縮進み肌老化が加速、UV によるメラニン色素沈着も増加」
　（日経バイオテク ONLINE　H24.5.2 日）
　" ON LINE 掲載　https://bio.nikkeibp.co.jp/article/
　 news/20120502/160866/"）
●「知って得する健康の話［ビタミン C］」
　（毎日新聞　毎日夫人６月号）

主なマスコミ報道 H.24.05〜 06

※手話通訳を同時に行います。事前申込みは不要です。 入場無料
事前申込不要

当日先着順
1800名

後
記
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平成 24 年７月発行
編集・発行：地方独立行政法人　東京都健康長寿医療センター　研究所（東京都老人総合研究所）広報委員会
〒 173-0015　板橋区栄町 35-2　Tel. 03-3964-3241（内線 3151）Fax. 03-3579-4776
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

　今年の夏は、４年に１度のスポーツの祭典、オリンピックが開催されます。運動音痴な私ですが、選手達
の活躍を観るのは楽しく、興奮させられます。馴染みのない、ルールをあまり知らない競技でも、見始める
と決着がつくまではなかなかテレビの前を離れられなくなってしまいます。今回は開催地がロンドンという
ことで、生中継を見られるのは夕方〜深夜になるため、私を含め寝不足の人が増えることでしょう。体調に
は気をつけながら、応援したいものです。頑張れ、日本！ （鯉池）

　

研究進行管理報告会の実施
　研究進行管理報告会は、理事長、センター長及び各研究員に対して、研究テーマごとに今年度の研究計画・目標・進行状
況などの概要を報告し、確認と調整を行うとともに研究所における研究内容の共通理解を図るものです。今年度からは、東
日本大震災被災者支援研究や４つの長期縦断研究を含む報告会となりました。
　年度末には外部委員による研究所外部評価委員会として、第２回目の研究進行管理報告会を兼ねて行う予定です。

熱中症に気をつけましょう！
老人研公式ホームページに、熱中症豆知識のパンフレットが掲
載してあります。どうぞ暑い夏を乗り切る一助になさって下さ
い。
熱中症豆知識（老人研 Hp)
　　http://www.tmghig.jp/J_TMIG/information/nettyusho.htm

インターネット上の熱中症予報のサイト
NHK防ごう熱中症
　　http://www3.nhk.or.jp/news/heatstroke/
テルモ健康天気予報
　　http://kenkotenki.jp/
熱中症予防声かけプロジェクト（注意情報「暑さ指数」）
　　http://www.hitosuzumi.jp/wbgt などなど

【開催状況】 自然科学系：平成２４年６月２１日（木）午後１時から午後６時頃
 社会科学系：平成２４年６月１４日（木）午後１時３０分〜午後６時頃

老人研NEWS_No251.indd   8 12/07/18   14:16


	敬老の日提唱のまちより
	脳の病気を目で見て診断

	東日本大震災の都内在宅高齢者への影響

	文科省科研費の採択状況

	老年学公開講座次回の予定

	主なマスコミ報道/研究進行管理報告会の実施

	熱中症に気をつけましょう/編集後記




